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論文内容要旨
研究目的
 高齢者の立位バランス機能に関する研究は,転倒予防の観点から静止立位バランスや外乱刺激
 に対する応答,機能評価の面から多くの研究がなされている。本研究は,意図的運動に先行する
 姿勢調整として定義されている予測性姿勢制御に着目して,高齢者の片脚立ち動作開始における
 重心移動相の姿勢変化の特徴を明らかにし,身体の形態や機能及び転倒との関連性を検討するこ
 とを目的とした。
対象
 高齢者における片脚立ち動作開始の姿勢変化の特徴を明らかにするために,健康青年,男性9
 名,女性4名,平均年齢19.4歳(SD;0.5),平均身長167.3cm(SD;6.2),平均体重58.5Kg
 (SD;6.6)と過去1年間転倒経験がなく日常生活動作に全く支障のない健康高齢者,男性4名,
 女性6名,平均年齢79.5歳(SD;4.0),平均身長153.3cm(SD;7.6),平均体重5L4Kg(SD;
 9.7)を対象とした。また姿勢制御の特徴と身体機能及び転倒との関連性を検討するために,「高
 齢者の健康と転倒に関する検診」に参加した高齢者67名,男性34名,平均年齢75.0歳(SD;
 4.0),平均身長156,9cm(SD;6.3),平均体重57.5Kg(SD;8.0),女性33名,平均年齢75.5
 歳(SD;3.7),平均身長143.6cm(SD;4.8),平均体重49.7Kg(SD;7.2)を対象とした。
方法
 片脚立ち動作開始の姿勢変化の特徴を明らかにするために,片脚立ち動作を3次元動作解析シ
 ステムと床反力計,筋電計を同期させ,体幹傾斜角度と表面筋電図,圧力中心軌跡(COP),床
 反力側方分力,身体重心軌跡(COG)を測定した。体幹傾斜角度は水平線に対する左右の肩峰
 を結ぶ線とのなす角と大転子を結ぶ線とのなす角の差分とし,表面筋電図は左右の脊柱起立筋,
 大殿筋,中殿筋,ひらめ筋から導出した。次に姿勢変化の特徴と身体機能及び転倒との関連性を
 検討するために,2次元動作解析システムと床反力計を同期させ,片脚立ち動作開始における体
 幹傾斜角度を算出した。身体機能測定は身長・体重・体脂肪率・BMI・握力・長座位前屈距離・
 開眼片脚立ち保持時間・UP&GO時間測定・10m最大歩行時間及び歩数・大腿周径・下腿周
 径を計測した。
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結果
 片脚立ち動作開始に伴う筋活動は,青年群では挙上側の中殿筋とひらめ筋が先行する活動順序
 が認められたが,高齢者では認められなかった。挙上側の床反力側方分力は青年群で高かった。
 COP最大移動量は高齢者群で大きかった。支持側への重心移動相における体幹傾斜角度変化は,
 青年群でCOP挙上側ピーク期と離床期に挙上側へ側屈しているのに対し,高齢者群では,動作
 開始後COP挙上側ピークで支持側へ側屈し,離床で挙上側へ側屈した。高齢者の動作速度は青
 年群に比べ明らかに低下していた。片脚立ち動作開始時における姿勢変化が青年群と同様の
 COP挙上側ピーク期と離床期で挙上側へ体幹を側屈する高齢者に転倒経験者はいなかった。転
 倒経験者にBMIが高くUP&GO時間の延長が見られた。
まとめ
 高齢者の片脚立ち動作開始に見られる姿勢変化の特徴は,重心移動相で体幹を支持側へ側屈さ
 せることであり,その要因は動作速度の低下と考えられた。重心移動相で青年と同様に体幹を挙
 上側へ側屈させる高齢者に立位バランス能力が高く,転倒の危険性が低いことが推察された。高
 齢者の立位バランス評価として片脚立ち動作中の体幹傾斜角が一つの指標となることが示唆され
 た。立位バランス訓練や転倒予防として左右脚への重心移動運動やステップ運動,肥満の予防が
 重要と考えられた。
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 審査結果の要旨
 本論文は,高齢者の転倒に関する要因について,予測性姿勢制御の視点からその問題を明らか
 にしょうとした基礎的研究である。方法は,立位動作における基本的機能である片脚立ち動作に
 おける重心移動相について姿勢変化と筋電図,床反力をパラメータとして解析し,健康高齢者と
 健康青年における片脚立ち動作における重心移動運動戦略の特徴を明らかにした。次に地域在住
 高齢者の片脚立ち動作における重心移動運動戦略と身体機能および形態,転倒経験との関連性に
 ついて検討した。結果は,高齢者の多くは,重心移動を支持脚へ体幹を傾斜させる運動戦略で行
 い,運動速度の遅延がその要因であることが明らかとなった。また,青年群と同様の体幹を挙上
 側へ傾斜させる運動戦略をとる高齢者には転倒経験者がなく,重心移動運動戦略の違いが高齢者
 の立位バランス機能評価の指標となることが示唆された。本研究の結果は,高齢者の転倒に関連
 する立位バランス機能評価と治療介入に関する研究の基礎となると思われる。
 審査では,筋活動の順序に関するデータ処理と一般的に実施されている高齢者の転倒に関連す
 るフィールド調査におけるテストバッテリーとの関連,転倒予防介入の視点から本研究の意義に
 ついて議論された。申請者は,関連研究を引用しながら理論的に議論を展開し,本研究の視点と
 方法論の正しさ,臨床的意義を示した。その際,データ処理における相対的見方と高齢者の転倒
 要因に関して片脚立ちという基本的な動作を取り上げたこと,転倒予防介入の視点からの基礎資
 料として本研究の重要性が言及された。また,今後の研究の展開としてフィールド調査や介入研
 究へと拡大することが期待された。
 以上のことから,本論文は学位論文としてふさわしいものであり,申請者は学位にふさわしい
 学力と見識,および研究者としての姿勢を備えたものと認められた。
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